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ぜんこくしぎかいじゅんぽう

全国市議会旬報は、今号で第２3００号の
発行を迎えることができました。

昭和36年７月の創刊以来、長きにわた
り、皆様方にご愛読いただいております
ことに対し、衷心より厚くお礼申し上げ
ます。

創刊時より月3回5の日に発行し続けて
こられたのは、全国各市区の議長をはじ
め議員、事務局職員の皆様のご支援、ご
協力の賜物と深く感謝申し上げます。

また、本紙発行にあたり、情報・資料
等をご提供の関係官庁や団体の方々に対
しましても厚くお礼申し上げます。

今後とも、皆様方への有意義な情報提
供に努めるとともに全国の市区議会議員、
議会事務局職員の皆様と本会をつなぐ媒
体として一層の紙面充実へ努力を重ねて
まいりますので、引き続きご愛読のほど
お願い申し上げます。

企画議事部 旬報編集担当者一同

2300号今号で本紙 発行

総
務
省
は
４
月
１
日
、
地

方
公
共
団
体
の
長
及
び
議
会

に
対
し
、「
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
方

針
の
策
定
又
は
変
更
に
関
す

る
指
針
（
案
）」
を
策
定
し
た

こ
と
を
通
知
し
た
。

同
指
針
案
は
、
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
６
年
６
月
26
日
公
布
）

で
新
た
に
設
け
ら
れ
た
規
定

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
も

の
。
同
規
定
で
は
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
議
会
及
び
長

そ
の
他
の
執
行
機
関
は
、
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確

保
す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
、

及
び
こ
れ
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
、
同
方
針
の
策

定
等
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣

が
指
針
を
示
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。（
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
の
６
・
改
正
概
要
を

左
掲
）。

し
を
行
う
こ
と
で
、
改
正
地

方
自
治
法
に
基
づ
く
方
針
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

策
定
後
は
方
針
に
従
っ
て

行
政
運
営
し
、
情
報
資
産
や

情
報
シ
ス
テ
ム
等
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
脅
威

や
対
策
等
の
変
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
適
時
に
監
査

と
自
己
点
検
・
方
針
の
見
直

し
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

な
お
、
同
指
針
の
策
定
に

あ
た
っ
て
、本
会
事
務
局
か
ら

総
務
省
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

議
会
が
方
針
を
定
め
、又
は
変

更
す
る
に
は
、必
ず
し
も
議
決

を
必
要
と
せ
ず
、そ
の
決
定
方

法
に
つ
い
て
は
各
議
会
の
自

律
的
な
判
断
に
任
せ
ら
れ
る

②
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す

る
方
針
に
盛
り
込
む
べ
き

事
項

同
方
針
に
策
定
す
べ
き
項

目
は
、
①
方
針
の
目
的
②
定

義
③
対
象
と
す
る
脅
威
④
適

用
範
囲
⑤
職
員
等
の
遵
守
義

務
⑥
組
織
体
制
の
確
立
、
情

報
資
産
の
分
類・管
理
、物
理

的・人
的・技
術
的
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
は
じ
め
と
し
た

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
⑦

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
・

自
己
点
検
の
実
施
⑧
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
見

直
し
⑨
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
基
準
・
実
施
手
順
の
策

定
―
の
９
項
目
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

○情報システムについての規定は置かれていない。
○サイバーセキュリティについては、総務省において
技術的助言として「地方公共団体における情報セ
キュリティポリシーに関するガイドライン」を示
すとともに、各地方公共団体はこれを踏まえ、個々
の判断でセキュリティポリシーを定めている。

改
正
前

改
正
前

○地方公共団体は、事務の種類・内容に応じ、情
報システムを有効に利用するとともに、他の地
方公共団体又は国と協力し、その利用の最適化
を図るよう努める。

○地方公共団体は、サイバーセキュリティの確保
など情報システムの適正な利用を図るために必
要な措置を講じなければならない。

○サイバーセキュリティの確保について、地方公
共団体の議会及び長その他の執行機関は、方針
を定め、必要な措置を講じる。総務大臣は、方
針の策定等について指針を示す。

改
正
後

改
正
後（（
令
和
８
年
４
月
施
行

令
和
８
年
４
月
施
行
））
※総務省資料を基に本会作成

総
務
省

総
務
省各

自
治
体
・
議
会
へ

令
和
８
年
度
頭
ま
で
に 

方
針
策
定
求
め
る

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
指
針
（
案
）

指
針
案
の
概
要

各
地
方
公
共
団
体
及
び
議

会
等
は
、
同
改
正
法
に
基
づ

き
、
法
施
行
日
と
な
る
令
和

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保

す
る
た
め
の
方
針
を
定
め
、

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

同
指
針
案
は
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
方
針
策
定
の

方
法
・
手
順
や
方
針
に
盛
り

込
む
べ
き
事
項
を
示
す
こ
と

で
、
一
定
以
上
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
水
準
の
確
保
を
目
標
と

し
て
い
る
。

①
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

方
針
策
定
の
方
法

議
会
に
お
け
る
方
針
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
と

な
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
概
ね
同
様
の
も
の
と
な

る
な
ど
別
個
の
方
針
を
定
め

る
こ
と
が
非
効
率
と
な
る
よ

う
な
場
合
、
首
長
部
局
と
の

共
同
策
定
と
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

既
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ

リ
シ
ー
を
策
定
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
等
に
つ
い
て
は
、

指
針
に
基
づ
き
改
め
て
見
直

地方自治法改正の概要（令和 6年 6月26日公布）

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp


令和 7年 5月 15日号（2）第 2299・2300 号 全 国 市 議 会 旬 報

経
営
基
盤
安
定
化

医
師
確
保・偏
在
解
消

決
議
を
決
定

定期総会
病院協全

国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
喜
多
浩
一
金
沢
市
議
会
議
長
）
は

5
月
８
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
53
回
定
期
総
会
を
開
催
。
令
和
７
年
度

の
事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安
定
や
医
師
確

保・偏
在
解
消
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。

喜多病院協会長
（金沢市）

野北監事
（多久市）

森自治体病院議連
会長（衆議院議員）

喜
多
会
長
は
あ
い
さ

つ
で
、ま
ず
、令
和
６
年

度
能
登
半
島
地
震
に
つ

い
て
、
よ
う
や
く
復
興

の
兆
し
が
見
え
て
き
た

が
、
こ
れ
も
全
国
各
地

か
ら
の
支
援
の
お
蔭
で

あ
る
と
感
謝
の
意
を
述

べ
た
。
そ
し
て
、
現
在
、

自
治
体
病
院
は
非
常
に

経
営
が
厳
し
い
中
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
加
盟

団
体
の
要
望
を
国
に
強

く
求
め
る
必
要
が
あ
る

と
強
調
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
森

英
介
自
治
体
病
院
議
員

連
盟
会
長
（
衆
議
院
議

員
）、清
田
浩
史
総
務
省

大
臣
官
房
審
議
官
（
公

営
企
業
担
当
）、
坊
恭

寿
本
会
会
長
（
神
戸
市

会
議
長
）
か
ら
の
あ
い

仁木厚生労働副大臣（中央）に要望

坊会長
（神戸市）

さ
つ
、
杉
本
達
治
全
国
自
治

体
病
院
開
設
者
協
議
会
会
長

（
福
井
県
知
事
）か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
披
露
が
あ
っ
た
。

協
議
で
は
、
令
和
６
年
度

決
算
に
つ
い
て
野
北
悟
監
事

（
多
久
市
議
会
議
長
）
か
ら
監

査
報
告
が
あ
り
、認
定
。
続
い

て
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
、

予
算
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

総
会
終
了
後
、正
副
会
長・

監
事
・
相
談
役
は
仁
木
博

文
厚
生
労
働
副
大
臣
に
面

談
し
、
決
議
を
手
交
の
上
、

要
望
を
行
っ
た
。

一、	地域医療の中核を担う自治体病院の経営基盤安定
のため、特に小児医療、救急医療、精神科医療、へ
き地医療、高度医療、周産期医療など政策医療や
不採算医療に対する財政措置を更に拡充すること。

一、	医師の地域偏在、診療科偏在、診療所の都市部へ
の集中を解消するため、診療科ごとの必要専門医
数の養成と地域への配置、需給調整に必要な開業
規制、医師不足地域における勤務の一定期間義務
付けなど、医療提供体制の均てん化施策を早急に
実行すること。

一、	女性医師・女性看護職員が仕事と出産・育児を
両立できるよう、院内保育所・病児保育の体制
整備や復職支援の充実など、安心して働き続け
られる職場環境の整備促進を支援すること。

一、	医療従事者の負担軽減及び働き方改革に対応す
るため、特定看護師の更なる育成充実、医師事
務作業補助者や看護補助者等の人員確保、業務
効率化に向けたＩＣＴ導入等に必要な経費に対
する財政支援措置を拡充すること。

一、	医療の地域偏在を解消するため、先端技術を活
用したオンライン診療等遠隔医療環境の一層の
整備促進を図ること。

一、	救急医療体制の改善のため、医療機関の適切な受
診を広く国民に啓発するとともに、各地域で行ってい
る救急医療電話相談等の普及・周知を図ること。

一、	地域医療構想の取組推進に当たっては、個々の病
院及び地域の事情を十分に踏まえるとともに、持
続可能な地域医療提供体制の実現に向け総合的
な支援を図ること。

一、	大規模な自然災害が頻発する我が国における医療
提供体制を確保するため、医療機関の地震災害・
風水害・雪害対策等への支援を充実強化すること。

決議（令和 7年 5月8日決定）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
＝
新
田
寛
之

小
松
市
議
会
議
長
）
は
５
月

７
日
、
横
須

賀
市
で
正
副

会
長・監
事・

相
談
役
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、新
田
会
長
、開

催
地
の
大
野
忠
之
横
須
賀
市

議
会
議
長
、
上
地
克
明
横
須

賀
市
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
７
月
開
催
の
第
１
１
２

回
理
事
会
に
提
案
す
る
基
地

対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化

に
関
す
る
要
望
（
案
）、理
事

会
及
び
基
地
関
係
国
会
議
員

と
の
情
報
連
絡
会
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

新田会長（小松市）

基地協

要
望
書
案
等
を
協
議

要
望
書
案
等
を
協
議

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会（
横
須
賀
市
）

正
副
会
長・監
事・相
談
役
会（
横
須
賀
市
）
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総 務 省総 務 省総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
6
年
12
月
31
日
現
在
の

「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別

人
員
調
等
」
を
ま
と
め
た
。

同
調
査
は
総
務
省
が
毎
年

調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

▽
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別

の
人
員
▽
地
方
公
共
団
体
の

長
の
連
続
就
任
回
数
▽
令
和

６
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
選
挙
の
執
行
件
数
―
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

同
調
査
に
よ
る
と
令
和
６

年
12
月
31
日
現
在
、
市
区
議

会
議
員
数
は
1
万
８
３
８
９

人
で
男
性
１
万
４
６
５
６

人
（
79・７
％
）、
女
性
３
７

３
２
人
（
20
・
３
％
）
と
な

り
、
女
性
議
員
の
割
合
が
初

の
２
割
台
と
な
っ
た
（
左
上

グ
ラ
フ
）。
ま
た
、
市
と
区

を
分
け
た
場
合
、
全
区
議
会

議
員
数
８
８
9
人
の
う
ち
女

性
議
員
は
３
２
０
人
で
36
・

０
％
と
前
年
比
０
・
２
㌽
減

少
し
て
い
る
一
方
、
市
議
会

で
は
全
市
議
員
数
１
万
７
５

０
０
人
の
う
ち
女
性
議
員

は
３
４
１
２
人
で
昨
年
よ

り
０
・
４
㌽
増
の
19
・
５
％	

と
な
っ
た
。

立
候
補
届
出
時
の
所
属
党

派
別
の
人
員
を
見
る
と
、
無

所
属
が
１
万
６
６
２
人
と
全

体
の
約
6
割
を
占
め
て
お

り
、
次
い
で
公
明
党
、
自
由

民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
立

憲
民
主
党
の
順
と
な
っ
て
い

る
（
左
表
）。

※
性
別
非
公
表
の
議
員
が
い

る
た
め
、
男
女
の
計
が
一
致

し
な
い
箇
所
が
あ
る
。

18.0 19.9 20.3

10

15

20

25

30

35

40
市区議会区議会市議会

令和6令和5令和4令和3令和2

36.2

30.830.730.2

16.2
19.1

17.416.8

（%） 36.0

19.516.8 17.5

■市議会及び区議会における女性議員の割合の推移

※グラフ・表は総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の
所属党派別人員調等」を基に作成（各年12月末日現在）

•
•
 •

 •
 •

 •
•

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別
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―
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１
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地
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話
番
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ァ
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番
号
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変
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民
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愛
着
を
持
て
る
内

装
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す
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、
議
場
の
内

部
に
は
市
内
産
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檜
な
ど
の

木
材
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、

暖
か
な
空
間
を
演
出
し
て
い

る
。

議場
（写真提供＝美作市）

美作市役所新庁舎
（写真提供＝美作市）

お問合せ
TEL 03-3264-2520又はFAX 03-3264-2867
https://chuobunkasha.com/

株式会社
中央文化社

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価956円（年間購読料 11,472円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2025

5

ご購入に際しての
「お申し込み」

「月刊 地方議会人」２５
年度デジタルブックサ
ンプル号が読めます！
「月刊 地方議会人」サン

プル号ではデジタルブック
で地方議会議員・議会事
務局の方々に好評の特集、
現地報告、連載の一部を

「無料」で読むことができま
す！  クリック

※お電話やＦＡＸでのお申し込
みも受け付けております。

▶

こちらをクリックし、中央文
化社のホームページよりお
申し込みください。

特　集
監視機能を発揮する議会へ

巻頭言　地方自治に思う
いまあらためて問われる首長と地方
議会の関係
法政大学大学院教授/政策科学研究所所長

白 鳥 　  浩 
■ 特集
▶ 地方議会のチェック機能の現状と課題　
ジレンマを乗り越えられるか

	 北海道大学公共政策大学院教授	山 崎  幹 根
▶ 監視機能の意義と課題　
	 議選監査委員および執行機関の審議会委員へ
の議員参画
同志社大学名誉教授/京エコロジーセンター
館長	 新 川  達 郎

▶ 百条委員会の実効性についての一考察　
地方議会の監視機能を高めるには
関東学院大学法学部教授	 出 石　　稔

■	現地報告
▶ 鳥取県琴浦町／議会の監視機能強化

とそのために必要なこと
鳥取県琴浦町議会議長	 大 平  高 志

▶ 岐阜県可児市／議選監査委員の果た
す役割、そして事務局のパワーアップ
岐阜県可児市議会議員/議員選出監査
委員	 川 上  文 浩

▶ 岡山県笠岡市／笠岡市議会に設置さ
れた百条委員会の意義
岡山県笠岡市議会議長	 大 月  隆 司

■	シリーズ　地方議会が向き合うべ
き新たな課題への対応

　 地方議会が進める主権者教育を国民
運動に　未来の地域を担うこどもたちを育
てるために
全国都道府県議会議長会前会長/富山県議
会前議長	 山 本　   徹

所属党派 男 性 女 性 合 計 割合 (%)
無所属 9,164 1,498 10,662 58.0
公明党 1,500 740 2,240 12.2

自由民主党 1,791 202 1,993 10.8
日本共産党 860 677 1,537 8.4
立憲民主党 457 223 680 3.7

諸　派 303 188 491 2.7
日本維新の会 304 90 394 2.1
国民民主党 112 30 142 0.8

参政党 81 40 121 0.7
社会民主党 55 20 75 0.4

れいわ新選組 26 21 48 0.3
みんなでつくる党 1 3 4 0.0
日本保守党 2 0 2 0.0

合　計 14,656 3,732 18,389 100.0

■市区議会議員の所属党派別一覧（令和6年１２月３１日現在）

※表内の割合は、表示単位未満の位で四捨五入しているた
め、合計と積上げの値は必ずしも一致しない。

https://chuobunkasha.com/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://saas.actibookone.com/content/detail?param=eyJjb250ZW50TnVtIjozMjExOTN9&detailFlg=1&pNo=1
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
https://chuobunkasha.com/%e6%9b%b8%e7%b1%8d%e3%81%94%e6%b3%a8%e6%96%87/
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新たに選任された議長、副議長、事務局長については、本会ウェブサイトを通じてご報告いただ新たに選任された議長、副議長、事務局長については、本会ウェブサイトを通じてご報告いただ
いております。いております。

5月15日号（第2299・2300号）では、4月16日から5月14日までに報告があったものについて5月15日号（第2299・2300号）では、4月16日から5月14日までに報告があったものについて
掲載しています。掲載しています。

議長・副議長・事務局長　議会人事議長・副議長・事務局長　議会人事
全国市議会旬報全国市議会旬報
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 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する
時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。5月
は千葉県市川市議会が取り組む「市議会90
周年記念事業 議場コンサート・作文コンクール」
を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の
取組」でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 千葉県市川市

https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/1203551_2455.html
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意見書ボックスは、各市区議会よりご報告いただいた意見書の情報をもとに構築されております。
ご報告いただいた意見書の情報は、本会機関紙「全国市議会旬報」で集計を行っているほか、議会

関係者の皆様には意見書情報の共有ページとしてご利用いただいています。
貴市区議会において意見書、決議を可決された場合には、本会ウェブサイト内「オンライン調

査・回答システム」にてご登録いただきますようお願いします。　
「全国市議会旬報」で掲載している議会人事（議長、副議長、事務局長）についても 「オンライ

ン・調査システム」 にご報告いただいた情報をもとに掲載しています。

意 見 書 ボ ック ス  検 索意 見 書 ボ ック ス  検 索
▼検索条件
件 名
本 文
都道府県名
市 名
人 口 千人 千人～

提出先選択

検 索検 索

衆議院・参議院議長 内 閣 総 理 大 臣 内 閣 官 房 長 官 
内閣府特命担当大臣 総 務 大 臣 法 務 大 臣 
外 務 大 臣 財 務 大 臣 文 部 科 学 大 臣 
厚 生 労 働 大 臣 農 林 水 産 大 臣 経 済 産 業 大 臣
国 土 交 通 大 臣 環 境 大 臣 防 衛 大 臣
可 決 日 年 年月 月日 日～

提 出 先 指定あり 指定なし 

本会ウェブ 「オンライン調査・回答システム」 へ
議会事務局議会事務局のの
皆様へ皆様へ

意見書・議会人事のご報告は

本会ウェブサイトでは、全国の市区議会で可決
された意見書情報について検索できる「意見書
ボックス」を提供しています。

検索画面でキーワードや都市名、可決日などの
条件を指定することで閲覧希望の意見書を引き
出すことができます。

検索条件は、①件名②本文③都道府県名④市名
⑤人口⑥提出先⑦可決日など、条件を指定するこ
とが可能で、検索結果から意見書の全文など詳細
な内容を確認できます（平成16年以後のもの）。

検索結果は、1画面当たり１００件まで表示が可能
で、市区順や日付順での並べ替えにも対応。意見
書関係資料作成の際にも利用できるように、指定
した検索結果をエクセルやワードに取り込んで、
自由に編集できるCSV形式でダウンロードが出
来るなど、利便性も考慮したつくりとなっていま
すので、是非、ご活用ください。

議長会ウェブ　意見書検索サービス

意見書ボックスのご案内
検 索 画 面 イ メ ー ジ

全国市議会議長会
National Association of Chairpersons of City Councils

オンライン調査・回答システム

メニュー

意見書・決議ボックス

市議会の活動に関する実態調査

議長・副議長・事務局長異動報告

市議会情報

入力フォームを開き、氏名、就任日などの項目に入力して
ご報告ください。

入力フォームを開き、意見書の件名、本文などの項目に
入力してご報告ください。

オンライン調査・回答システム
https://www.si-gichokai.jp/

https://www.si-gichokai.jp/

トップページ

要ID・パスワード

メンバーのページ（議会事務局の方）

要ID・パスワード

オンライン調査・回答システム

意見書及び議会人事の登録方法

https://www.si-gichokai.jp/open/opinionSearch.jsp
https://www.si-gichokai.jp/
https://www.si-gichokai.jp/open/member/login.jsp
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内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局
電　話	：03-6257-1416　　メール：chiiki.sosei-senko@cao.go.jp

お問い合わせ先

新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）について
内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局

「地方こそ成長の主役」との発想に基づき、地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができるよ
う、日本経済成長の起爆剤としての大規模な地方創生を講ずるため、令和６年度補正予算において、「新し
い地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）」（以下：新地方創生交付金）を創設しました。新地
方創生交付金は、地方自治体の自主性と創意工夫に基づく、地域の多様な主体の参画を通じた地方創生に
資する地域の独自の取組を、計画から実施まで強力に後押しするものです。具体的には、地域資源を最大
活用した農林水産業・観光産業等の高付加価値化や、買物、医療、交通など、日常生活に不可欠なサービ
スの維持向上の取組などを支援します。予算額については、当初予算と補正予算を合わせ、全体として 3,000
億円を措置しています。

1.　はじめに

新地方創生交付金については、これまでの交付金の運用の中で各自治体から寄せられた意見も踏まえ、
従来の地方創生交付金から主に３つの改善を行い、新たな制度としています。
１つ目の改善は使い勝手についてです。これまではソフト事業、拠点整備事業、インフラ整備事業が別々
に申請され、実施されていましたが、新地方創生交付金ではソフト・ハードの制度区分を廃し、両者を組
み合わせた事業を一本の申請で受け付け、交付決定できるようにしています。さらに、ソフト事業や拠点
整備事業を組み合わせることを要件に、関連する様々なインフラ整備を支援可能にし、複数要素を組み合
わせた、より効果の高い事業を促進することとしています。また、従来の交付金では、「デジタル社会の形
成への寄与」を必須の要素にしていましたが、新地方創生交付金ではこうしたデジタル活用の義務は設け
ていません。
２つ目は事業規模についての改善です。新地方創生交付金の当初予算額については、従来の 1,000 億円か
ら 2,000 億円に倍増しました。交付上限額についても、１事業当たりの交付限度額を引き上げ、より規模の
大きい事業の実施を可能にしています。例えば、市区町村の場合、年間の申請上限件数は 10 件、申請上限
額はソフト事業・拠点整備事業それぞれ 10 億円としています。さらに、これまで補正予算の拠点整備事業
については、単年度の事業に限定されていましたが、今般、地方からの強いニーズも踏まえ、補正予算の
事業でも複数年度の事業を実施することを可能にしています。
３つ目の改善として、相談や審査体制を刷新しました。地方創生においては、地域のステークホルダー
がアイデアを出し合い、つくり上げた事業について、国が後押しするということが基本であり、地方の創
意工夫を活かしつつ、国と地方が議論を重ねて一体となって取り組むことが重要です。こうした考えを踏
まえ、これまでは東京の有識者が事業採択の審査を行っていましたが、新地方創生交付金では交付金事業
の検討・実施・検証の各段階において、産官学金労言など地域の多様な主体が参画する仕組みとしています。
さらに、新たな制度では、PDCAサイクルをより実効的なものとするため、事業の効果検証及び評価結果・
改善方策の公表を行うこととしています。また、国の相談窓口は年間を通じて常時対応し、交付金の未活用・
低活用自治体も十分に活用できるよう、サポートいたします。

２．新地方創生交付金の制度概要

地方創生 2.0 の実現に向け、刷新された新地方創生交付金により、地域独自の取組を効果的に後押しし、好
事例の普遍化を進めていきたいと考えています。令和７年度の第１回募集では 1,539 自治体で、約 2,185 億
円の事業を採択しており、全国津々浦々で、地域の課題解決や魅力向上に向けた意欲的な取組が始まってい
ます。現在開始している第２回募集については、６月中下旬頃に募集を締め切り、夏頃の交付決定を予定し
ています。新地方創生交付金の活用については、１年を通して相談を受け付けていますので、地域において
解決したい課題や活用にあたってのご不明点などがあれば、まずはご相談いただけますと幸いです。

３．おわりに
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（第2世代交付金）

新地方創生交付金

使い勝手よし１

２

３

事業規模よし

相談・審査体制よし

・上限額を倍増

まずは相談をしてみましょう！

ソフト事業・

拠点整備事業それぞれ

上限:10件、10億円/年度

※市区町村の場合

・ソフト・拠点・インフラを組み合わせ
て一本で申請可能

・デジタル活用の義務はありません

・補正予算事業でも
複数年度事業が可能に

・東京の有識者ではなく、地域の多様な
関係者が参画

・国の相談窓口は年間を通じて常時対応

当初予算は

2,000億円に倍増

【お問い合わせ先】

内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局

電話：03-6257-1416 Eメール：chiiki.sosei-senko@cao.go.jp

地方創生交付金を大幅刷新！
地方（地方六団体）の声を聴き、地方がそれぞれの特性に応じた発展を

遂げることができるよう、地方にとって自由度の高い仕組みに！

QR
コード


